
科⽬ナンバー  RMGT1303 

科⽬名  リスクマネジメント論  

担当教員  ⼭下 博之  

対象学年  2年,3年,4年  開講学期  前期  

曜⽇・時限  ⽔１  

講義室  1501  単位区分  必  

授業形態  講義  単位数  2 

科⽬⼤分類 専⾨  

科⽬中分類 総合基礎  

科⽬⼩分類 専⾨基礎  

科⽬の位置付け（開発能⼒）

■ＤＰコード-学修のゴールを⽰すディプロマポリシーとの関連
    DP1-E 〔学識・専⾨技能］専⾨分野にかかる理論知と実践知を獲得し利⽤することができ
る。
    DP4-I 〔理解⼒・分析⼒］⽂章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選
択、分析と加⼯を有効かつ円滑に⾏い、課題の解決につなげることができる。  
■CRコード  学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを⽰すコモンルーブリ
ック（CR）との関連
    E1  学識と専⾨技能(60%)
    I1  理解・分析と読解（30%）
    I2  量的分析（5%）
    I3 情報分析（5%）  

教員の実務経験

  ⼭下博之は、2009年から2015年にかけて消防庁所管のシンクタンクの研究員として、国、
地⽅⾃治体の防災政策及び消防政策に関する調査、研究業務に従事してきました。2018年度に
は、消防庁の「国⺠保護に関する懇話会」の委員を務めました。これらの業務を通じて得られ
た実務上の知⾒や経験を活かし、本講義を展開していきます（第2回〜第14回）。      

成績ターゲット区分 ■成績ターゲット  能⼒開発の⽬標ステージとの対応
  2 進⾏期  〜  3 発展期  

科⽬概要・キーワード

  現代社会は国際紛争、⾃然災害、テロ、⼤規模な事故、感染症の発症など様々なリスクを抱
えています。こうしたリスクに対し科学技術の進歩が⼀定の解決策を⽰したり、解決の⽷⼝を
作ることもありましたが、科学技術の進歩がかえってリスクの複雑化や⼤規模化を招くことも
あります。そうした多様かつ複雑なリスクに対して、ゼロリスクを求めるのではなく、いかに
科学的根拠に基づいて、合理的かつ現実的に対応すべきか、法学を中⼼とした社会科学、理
学、⼯学など多⾯的なアプローチから、リスクの特定、分析、評価、対策まで⼀貫した知識を
学ぶとともに、基礎的なリスクマネジメント能⼒を⾝に付けることを⽬標とします。
※授業形態は講義形式により⾏います。
    なお、対応するコンピテンスに基づき効果的な授業⽅法として、⼜は各授業を補完・代替す
るためオンライン授業を⼀部取り⼊れる場合があります。
■キーワード
  リスク、リスクマネジメント、リスク認知、リスク評価、リスクの受容、リスクコミュニケ
ーション、リスクトレードオフ  

授業の趣旨 ■副題
  ⾃分の⾝近な問題を「リスクマネジメント」の観点からとらえ、考え、取り組んでみる
■授業の⽬的
①現代社会の抱える多様かつ複雑な問題を認識、理解し、対応⽅法を考察するためのリスク、
リスクマネジメントのモデルや理論に関する基礎的な知識を習得すること。

タイトル「2024年度危機管理学部(公開⽤)」、フォルダ「実務経験のある教員による科⽬」
シラバスの詳細は以下となります。



②現代社会の抱える多様なリスク及びそのリスクマネジメントの現状と課題に関する基礎的な
知識を習得すること。
③上記の基礎的な知識を活⽤しながら、⾃分の⾝の回りの⾝近なリスクに⾃ら率先して気づ
き、これを⾃らリスク評価し、⾃らマネジメントすることで、⾃分の⾝や家族を守ると同時
に、⾃分が所属する地域社会や組織の⼀員としてリスクに取り組んでいくことができるように
なること。
■授業のポイント
  リスクマネジメントというと、警察や消防、⾃衛隊、または⾏政機関や企業の危機管理担当
者等、⼀部の専⾨家だけが関係する取り組みという印象を受けるかもしれません。しかし、遠
くない将来、皆さんは家族または企業の⼀員として、⾝の回りの様々なリスクから⾃分の家族
を守り、または所属する組織を守る⽴場に⽴つことになります。望むと望むまいとに関わら
ず、私たちは誰もがリスクマネジメントの担い⼿となるのです。リスクマネジメント論では、
このように皆さんが何らかのリスクに直⾯し、リスクに取り組む際、そうしたリスクのとらえ
⽅や考え⽅、リスクに取り組む⽅法に関する基礎的な知識を習得することを⽬的としていま
す。  

総合到達⽬標

  ⾃分の⾝の回りの⾝近な問題に⾃ら率先して気づき、理解できるために、リスク及びリスク
マネジメントに関わる基礎的な学識を習得する。⾃分の⾝の回りの問題に対して⾃ら率先して
備えるために、問題の構造を理解し、分析する⼒を習得する。
・「リスク」の概念をリスクと社会との関わりから説明できる。（第2・第3回）
・リスクへの取り組みにおける「認知」の問題と「リスク評価」の重要性について説明でき
る。（第4・第5回）
・リスクの「回避」、「予防」、「軽減」、「移転」の⼿法に基づき、様々なリスクへの取り
組み⽅を⾃分なりに提案できる。（第6回）
・リスクに対する多様な考え⽅の存在を認識し、「リスクコミュニケーション」の重要性につ
いて説明できる。（第7回）
・⾃然災害、犯罪・国際テロ、感染症等の様々なリスクへの取り組みについて、「リスクマネ
ジメント」の観点から考え、課題を列挙することができる。（第8回〜第14回）  

成績評価⽅法

■⼩テスト3回（30%）︓適⽤ルーブリックE1
（評価の観点）該当回の授業で扱った点に関する理解度を評価します。
（フィードバック⽅法）翌週の授業で解説を⾏います。
■リアクションペーパー4回（20%）︓適⽤ルーブリックE1・I1
（評価の観点）該当回の授業で扱った点にについて⼗分理解した上で、それらを論理的、客観
的に考察し、⾃分なりの考えを表現することができかどうかを評価します。
（フィードバック⽅法）翌週の授業で解説を⾏います。
■期末レポート1回（50%）︓適⽤ルーブリックE1､I1、I2、I3
（評価の観点）該当回の授業で扱った点にについて⼗分理解した上で、それらを論理的、客観
的に考察し、⾃分なりの考えを表現することができかどうかを評価します。
（フィードバック⽅法）翌週の授業で解説を⾏います。  

履修条件 必須のため特になし。  

履修上の注意点

・授業の進⾏を妨害し、または他の受講⽣の迷惑になるような⾏為が確認された場合には退席
してもらうことがあるので、この点を⼗分に理解した上で授業に臨むこと。
・各授業について、履修者の興味や理解度等に応じて適宜変更することもあるので、留意して
ください。  

授業内容 回 内容

1

①授業テーマ
 ガイダンス︓「リスクマネジメント論」では何をどう学ぶか︖
②授業概要
・本講座の⽬標や各授業の内容、スケジュール、学習⽅法や参考資料等について説明し
ます。
・本授業により、受講者が本講座の全体像を把握し、その上で各回の授業の準備を⾃主
的、計画的に⾏えるようになる。
③予習（60分）
 シラバスを通読し、前15回分の授業テーマ、授業概要を読んでおく。
④復習（180分）
・授業内容のうち⽬標やスケジュール等につついて再確認する。
・授業を踏まえ、⾃分なりの学修計画を⽴てる。

2 ①授業テーマ
 リスクとは何か︖
②授業概要
・本授業では「リスク」や「リスクマネジメントの定義について、具体的な事象を挙げ
ながら確認していきます。（E1、I1）



・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、受講者が「リスク」の概念を理解し、その上で⽣活の中で私たちを取
り巻いている事象の中でも「リスク」となりうるものを、⾒つけられるようになる。
③予習（60分）
 将来、私たちの⾝体や⽣命、財産に損害を与える可能性のある事象や現象を「リス
ク」と定義した場合、⾃分の⾝の回りにどのような「リスク」があるかをノートにリス
トアップしておく。
④復習（180分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・授業で挙げられた「リスク」の例に、⾃分があらかじめリストアップしておいた「リ
スク」と異なるものがなかったか、確認する。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

3

①授業テーマ
 リスクと社会
②授業概要
・私たちがどのような「事象」をどのような「リスク」として捉えるのかは、その⼈の
社会的属性（住んでいる国や地域、職業、所属する組織、年齢、性別など）によって異
なります。本授業では、社会的属性に応じて個⼈の考える「リスク」はどう異なってい
るのか、また、我々のリスクの捉え⽅は時代に応じてどのように変化してきたのかを検
討していきます。（E1、I1）
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、受講者が「リスク」を個⼈の⽴場や社会的属性、時代に応じて異なっ
てくる相対的な概念として考えることができるようになる。
③予習（60分）
 ⾃分が住んでいる地域にはどのようなリスクがあるのかをノートにリストアップして
おく。
④復習（180分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・授業を踏まえ、⾃分の住んでいる地域のリスクリストに付け⾜すべきリスクがないか
どうか確認し、あれば付け⾜しておく。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

4

①授業テーマ
 リスクマネジメントプロセス（１）認知
②授業概要
・私たちが「リスク」に気づくことをリスク認知とよびます。本授業では、⼈々はどの
ように「リスク」を認知するのか、リスク認知の過程でどのような問題が⽣じるのかを
検討します。（E1、I1、I3）
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業によりリスク認知のメカニズムやバイアス、可視性の問題等を理解した上で、
⼈々の「認知」の観点からリスクマネジメントの取り組みや問題を考えることができる
ようになる。
③予習（60分）
 事例としてテグ地下鉄⽕災や⽔俣病、9.11⽶国同時テロに触れるので、⾼校の社会科
教科書やネットを使って調べておく。
④復習（180分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・授業で挙げた事例の他に、リスク認知バイアスの例がないか調べ、ノートに整理す
る。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

5 ①授業テーマ
 リスクマネジメントプロセス（２）評価と受容
②授業概要
・本授業では私たちが、「リスク」についてどのような⽅法で評価しているのか、どの
ような場合にリスクを「受容」することになるのかを検討します。（E1、I1、I2）
・⼩テストのフィードバックを⾏います。
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、リスクマネジメントにおけるリスク評価の役割や課題を理解し、その
上で受講者が基礎的なリスク評価⼿法を⾝近なリスクを評価することができるようにな
る。
③予習（60分）
 事例として⾸都直下地震と南海トラフ巨⼤地震について触れるので、概要をあらかじ
め調べておく。
④復習（180分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。



・授業で挙げられた例の他に、私たちが受容しているリスクがないかどうかを調べ、ノ
ートにリストアップしておく。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

6

①授業テーマ
 リスクマネジメントプロセス（３）管理の技法
②授業概要
・本授業では、⼀般的にリスクをマネジメントするために実施される4つの⽅法とその課
題について検討します。（E1、I1）
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、リスクの管理⽅法やそこで⽣じる課題を理解し、その上で受講者が⾝
の回りのリスクに対する⾃らのリスクマネジメントの取り組みを客観的に考え、⾒直し
をできるようになる。
③予習（60分）
 事例として地震と⽕事、空き巣の例を挙げるので、⾃分がこれらの被害をどのように
防いでいるのか、⾃分や家族が⾏っている取り組みをノートにリストアップする。
④復習（180分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・授業を踏まえ、⾃分や家族が⾏っている取り組みをどのように改善すべきか検討し、
実践する。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

7

①授業テーマ
 リスクマネジメントプロセス（４）リスクコミュニケーション
②授業概要
・リスクをめぐる関係者間の意識の違いや利害対⽴を調整し、解消するための取り組み
は、リスクコミュニケーションとよばれています。
・本授業ではこうしたリスクコミュニケーションがどのように⾏われ、どのような課題
があるのかという点について検討します。（E1、I1）
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、リスクマネジメントの過程におけるリスクコミュニケーションの役割
と重要性、課題を理解し、受講者が⾃らのリスクマネジメント取り組みのために⾃覚
的、主体的にリスクコミュニケーションを⾏えるようになる。
③予習（60分）
・事例として東⽇本⼤震災の例に触れるので、予め概要を調べておく。
・⾃分の⾝の回りにあるリスクの中でも、最も避けたいと思うものを3つノートにリスト
アップする。
④復習（180分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・授業で配布した資料をもとに友⼈と防災クロス・ロードを⾏う。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

8

①授業テーマ
 ⾃然災害におけるリスクマネジメント
②授業概要
・⾸都圏で暮らすわれわれはもちろん、国全体に対し甚⼤な被害を及ぼしうる災害とし
て、⾸都直下地震の発⽣が懸念されています。
・こうした⾸都直下地震に対し、これまで政府や⾃治体が⾏っているリスクマネジメン
トとその課題について確認し、⾸都直下地震に対する私たち⾃⾝のリスクマネジメント
について検討します。（E1）
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、受講者が地震災害に対する国や⾃治体の取り組みとその課題をリスク
マネジメントの観点から理解し、これらをもとに地震に対する⾃らのリスクマネジメン
トを考え、実践することができるようになる。
③予習（120分）
・⾸都直下地震に関して内閣府が作成した被害想定を読んでおく。
④復習（120分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・⾸都直下地震に対し、⾃分や家族がどのようなリスクマネジメントを⾏えばよいか考
え、計画を⽴てる。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

9 ①授業テーマ
 ⽕災のリスクマネジメント
②授業概要
・⽕災は毎年4万件近く発⽣しており、⽂字どおり私たちにとって最も⾝近なリスクの⼀
つです。



・こうした⽕災に対する国や消防機関のリスクマネジメントとその課題について確認
し、私たち⾃⾝が⽕災に対して普段から取り組んでおくべきこと、⽕災が発⽣してしま
った場合に取るべき⾏動について検討します。（E1）
・⼩テストのフィードバックを⾏います。
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、受講者が⽕災の発⽣状況や国や消防機関の取り組み、課題について理
解し、これらをもとに⽕災に対する⾃らのリスクマネジメントを考え、実践することが
できるようになる。
③予習（120分）
 近年の⽕災の発⽣状況（発⽣件数、年齢別死者数、⽕災の発⽣源等）と消防の動向に
ついて『平成30年版 消防⽩書』を使って調べておく。
④復習（120分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する
・⽕災に対するわが家のリスク及びリスクマネジメントを評価してみる。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

10

①授業テーマ
 事故のリスクマネジメント
②授業概要
・鉄道や⾃動⾞は、現代を⽣きる私たちにとって必要不可⽋な交通⼿段です。しかし、
このような交通⼿段の利⽤には交通事故というリスクが伴います。
・こうした交通機関のリスクに対する国や⾃治体、警察のリスクマネジメントと課題に
ついて確認し、私たち⾃⾝が交通事故に対して普段から取り組んでおくべきことについ
て検討します。（E1）
・本授業により、受講者が交通機関における事故の発⽣状況や国⼟交通省、交通事業者
の取り組み、課題を理解し、これらをもとに事故に対する⾃らのリスクマネジメントを
考え、実践することができるようになる。
・実務経験を踏まえ説明していきます。
③予習（120分）
『国⼟交通⽩書』を使って、近年の交通機関関連の事故の発⽣状況を調べておく。
④復習（120分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・航空機や鉄道、船舶、⾃動⾞等の事故に対して⾃分⾃⾝備えていたこと、今後備えて
おくべきこと、⼼がけておくべきことを整理する。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

11

①授業テーマ
 感染症のリスクマネジメント
②授業概要
・現在わが国で、死亡した国⺠の死因として最も多いのは悪性新⽣物（がん）によるも
のです。しかし過去に遡ってみると、かつて死因として最も多かったのは、肺炎や胃腸
炎、結核などの感染症でした。
・こうした感染症に対する国や⾃治体のリスクマネジメントとその課題について確認
し、私たち⾃⾝が感染症に対して普段から取り組んでおくべきことを検討します。
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、受講者が感染症に対する国の取り組みと課題について理解し、これら
をもとに感染症に対する⾃らのリスクマネジメントを考え、実践することができるよう
になる。（E1）
③予習（120分）
授業で天然痘やインフルエンザ、はしかといった感染症の事例に触れるので、これらの
感染症の概要について参考書やネットで調べておく。
④復習（120分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・⾃分が住んでいる⾃治体の新型インフルエンザ⾏動計画を読んでみる。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

12 ①授業テーマ
 環境問題のリスクマネジメント
②授業概要
・地球温暖化のようなグローバルな地球環境問題に対する国や⾃治体のリスクマネジメ
ントとその課題について確認し、私たち⾃⾝が地球環境問題に対して普段から取り組ん
でおくべきことを検討します。
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、受講者が環境問題に対する国や⾃治体の取り組みの現状と課題につい
て理解し、これらをもとに環境問題に対する⾃らのリスクマネジメントを考え、実践す
ることができるようになる。（E1）
③予習（120分）



事例として京都議定書に触れるため、京都議定書が結ばれた経緯と内容を調べておく。
④復習（120分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・2015年11⽉30⽇から12⽉11⽇にかけて開催されたCOP21（気候変動枠組条約第21
回締約国会議）の論点や結果について調べる。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

13

①授業テーマ
 犯罪・国際テロに対するリスクマネジメント
②授業概要
・ITの技術⾰新やグローバル化によって新たに発⽣するようになった犯罪や国際テロに
対して、国や警察が⾏っているリスクマネジメントと課題を確認し、私たち⾃⾝が犯罪
やテロに対して普段から取り組んでおくべきことを検討します。
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、受講者が犯罪や国際テロの動向や国の取り組み・課題について理解
し、これらをもとに犯罪や国際テロに対する⾃らのリスクマネジメントを考え、実践で
きるようになる。（E1）
③予習（120分）
近年のわが国における犯罪の発⽣状況や国際テロの発⽣状況を調べる。
④復習（120分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・わが国でかつて発⽣したテロについて調べる。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

14

①授業テーマ
 リスクマネジメントにおける科学と専⾨性
②授業概要
・リスクマネジメントの過程で科学や専⾨性が果たしている役割と限界について検討し
ます。
・実務経験を踏まえ説明していきます。
・本授業により、受講者がリスクマネジメントにおける科学と専⾨性の役割と限界につ
いて理解し、それらの視点から⾃らや社会における様々なリスクマネジメントの取り組
みの課題を考えることができるようになる。（E1、I1）
③予習（120分）
事例として2011年3⽉に発⽣した東京電⼒福島第⼀原⼦⼒発電所事故1の例に触れるの
で、当時の新聞記事やインターネットを使って概要を調べておく。
④復習（120分）
・授業内に書き留めたメモをノートに整理する。
・授業で挙げられた以外のリスクマネジメントにおける科学技術をリストアップしてみ
る。
・授業で挙げられた参考⽂献や参考資料を読む。

15

①授業テーマ
 まとめ︓何を学んできたか、これからどう学ぶか︖
②授業概要
・本授業により、受講者がこれまでの授業で学んできた点を整理し、これから理解をさ
らに深めていくべきポイントや参考資料を検討していきます。
・リスクマネジメントについて今後も⾃らが⾃主的に学ぶことができるようになる。
・⼩テストのフィードバックを⾏います。
・期末レポートのフィードバックを⾏います。
③予習（60分）
 これまでのノートと資料の内容を確認する。
④復習（180分）
これまでのノートと資料に⽬次や索引をつけ、後で⾒直しできるよう整理する。

関連科⽬

危機管理概論Ⅰ（RMGT1301）、危機管理概論Ⅱ（RMGT1302）、リスク・コミュニケーシ
ョン論（RMGT1304）、インテリジェンス論（RMGT1305）、⽣活安全と法
（RMGT1401）、社会安全と法（RMGT1402）、憲法と⼈権（RMGT1311）、⽴憲主義と統
治（RMGT1312）  

教科書 特になし
（適宜、レジュメや資料を配布する）  

参考書・参考ＵＲＬ

■奈良由美⼦､2017年『改訂版 ⽣活リスクマネジメント―安全・安⼼を実現する主体として』
（放送⼤学教育振興会）。
■平川秀幸・奈良由美⼦､2018年『リスクコミュニケーションの現在―ポスト3.11のガバナン
ス―』（放送⼤学出版会）。  



連絡先・オフィスアワー
■連絡先  開講時に告知します。
■オフィスアワー  ⽊曜4限。それ以外の時間については、メール等で事前にアポイントメント
をとることにより研究室、Zoom等で対応します。  

研究⽐率

■危機管理領域との対応
災害マネジメント25％、パブリックセキュリティ25％、グローバルセキュリティ25％、情報
セキュリティ25％、
■危機管理学と法学とのバランス
  危機管理学80％︓法学20％  
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